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「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
２
月
２
４
日
、
第
２

０
回
定
期
総
会
を
開
き
、
新
年
度
の
活
動
方
針
や
新
役
員
体
制
、
候

補
者
選
考
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。 

【
開
会
あ
い
さ
つ
】 

石
川
康
宏
代
表
幹
事 

 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
開
始

し
て
１
年
で
す
。
今
朝
の
国
連
総
会
で

は
「
外
交
努
力
へ
の
支
援
を
倍
加
す

る
」
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
動
員
令
が
出

た
１
０
月
以
降
ロ
シ
ア
で
も
戦
争
継
続

よ
り
停
戦
交
渉
開
始
の
声
が
多
数
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
逆
行
し
た
岸
田
内
閣
の
「
安

保
３
文
書
」
は
、
港
湾
、
空
港
の
軍
事

利
用
を
広
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
大
阪

港
に
強
襲
揚
陸
艦
「
ア
メ
リ
カ
」
が
入

港
し
ま
し
た
が
、
非
核
神
戸
方
式
を

し
っ
か
り
守
り
広
げ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

大
軍
拡
は
自
治
体
の
生
活
関
連
予
算

も
縮
小
さ
せ
ま
す
。
市
民
の
く
ら
し
と

命
を
守
る
県
政
が
必
要
で
す
。 

 

統
一
地
方
選
挙
は
重
要
な
審
判
の
機

会
で
す
。
県
知
事
選
挙
の
予
定
は
２
０

２
５
年
７
月
で
す
が
、
こ
の
総
会
で
候

補
者
選
考
委
員
会
の
設
置
を
呼
び
か
け

ま
す
。
熱
心
な
討
論
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

【
発
言
】
（
順
不
同
） 

保
険
医
協
会 
武
村
義
人
副
理
事
長 

 
 

国
が
こ
の
間
三
位
一
体
の
改
革
と
し

て
「
地
域
医
療
構
想
」
を
う
ち
出
し
、

地
域
の
病
院
の
統
廃
合
～
病
床
削
減
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
追
随
し
先
頭

を
切
っ
て
い
る
の
が
斎
藤
県
政
で
す
。 

 

現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
済
生

会
病
院
と
三
田
市
民
病
院
の
統
廃
合
問

題
。
こ
の
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
地
域

の
中
小
病
院
の
重
要
性
で
す
。 

 

街
の
診
療
所
と
大
病
院
の
は
ざ
ま

で
、
生
活
圏
で
の
大
き
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
感
染
者
を
大
病
院
に

集
中
さ
せ
、
医
療
逼
迫
を
も
た
ら
せ
大

混
乱
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
。

保
健
所
機
能
の
充
実
と
、
地
域
密
着
型

の
中
小
病
院
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
政

策
の
失
敗
で
す
。 

 

国
の
政
策
か
ら
住
民
を
守
る
の
が
地

方
自
治
体
の
重
要
な
責
務
。
県
政
を
変

え
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

 

新
婦
人
県
本
部
・
荻
野
潤
子
事
務
局
長 

 

女
性
た
ち
が
今
、
生
活
の
中
か
ら
声

を
あ
げ
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
充

や
給
食
改
善
な
ど
、
情
勢
を
動
か
し
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
県
本
部
は
「
県
立
高
校
統
廃
合

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
と
り
く
み
３
９

０
人
が
回
答
。
４
割
が
「
知
ら
な
か
っ

た
」
、
９
割
が
「
反
対
」
、
「
進
路
の

選
択
肢
が
狭
ま
る
」
「
説
明
・
意
見
反

映
が
十
分
で
な
い
」
と
怒
り
の
声
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
県
庁
で
の
記
者
会
見

に
は
、
統
廃
合
地
域
の
代
表
と
高
校
生

の
保
護
者
が
訴
え
、
３
社
が
取
材
し
、

神
戸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
、
給
食
無
償

化
、
県
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
課
の
確
立
を

求
め
る
請
願
も
出
し
て
い
ま
す
。 

 

統
一
地
方
選
挙
で
、
私
た
ち
の
声
を

届
け
る
議
員
を
増
や
し
、
大
軍
拡
・
大

増
税
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
生
か

し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
で

暮
ら
し
の
防

波
堤
と
な
る

自
治
体
に
変

え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 

兵
保
連
・
朝
倉
ユ
ミ
事
務
局
長 

 

毎
年
、
福
祉
４
団
体
で
現
場
の
状
況

を
直
接
、
県
に
伝
え
る
懇
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
知
事
と
県
議
会
に

「
社
会
福
祉
事
業
に
関
わ
る
人
材
確
保

を
求
め
る
」
団
体
署
名
と
個
人
署
名
１

０
万
人
分
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

７
０
年
以
上
か
わ
ら
な
い
国
の
保
育

所
職
員
配
置
基
準
の
改
善
が
必
要
で
す

が
、
ど
の
自
治
体
で
も
基
準
の
上
乗
せ

が
で
き
る
よ
う
に
県
に
予
算
増
額
を
求

め
て
い
ま
す
。 

 

保
育
施
設
で
の
不
適
切
保
育
や
バ
ス

の
置
き
去
り
死
亡
な
ど
の
痛
ま
し
い
事

故
が
続
い
て
い
ま
す
。
過
疎
地
で
は
少

子
化
を
理
由
に
統
廃
合
で
マ
ン
モ
ス

化
、
バ
ス
で
の
登
降
園
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
議
会
で
は
昨
年
、
送
迎
バ
ス
の
安

全
装
置
支
援
だ
け
で
な
く
、
人
員
配
置

基
準
引
き
上
げ
な
ど
根
本
的
な
対
策
も

必
要
と
す
る
国
へ
の
意
見
書
が
出
さ
れ

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

【兵庫県政は今】 
〇県民の運動によって実現 
「神戸市以外の中学で選択制35人学級」 

「高齢者の補聴器購入補助モデル事業」 

「国民健康保険の未就学児の均等割り減免」 

●県民に背を向ける斎藤知事 
×高速道路等の開発優先を継続 

×民間を呼び込む元町再開発等の新たな投資事業 

×大阪万博、ＩＲを見込んだインバウンドに注力 

×公約した少人数学級や、女性副知事の登用など

は投げ捨て 

総
会
で
は
、
石
川
康
宏
代
表
幹
事
の

挨
拶
の
後
、
土
井
直
樹
事
務
局
長
が
、

国
政
、
県
政
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
を

報
告
。 

「
知
事
が
政
府
追
随
姿
勢
を
強
め
、

共
産
党
以
外
の
す
べ
て
の
政
党
・
会
派

は
、
知
事
提
案
議
案
、
予
算
・
決
算
議

案

の

す

べ

て

に

賛

成

し
、
従

来

の

『
オ
ー
ル
与
党
』
体
制
が
復
活
し
て
い

る
。
知
事
選
で
訴
え
た
政
策
の
実
現
、

県
民
の
要
求
実
現
に
向
け
、
幅
広
い
団

体
・
個
人
と
の
共
闘
を
進
め
る
」
と
強

調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
期
選
挙
に
向

け
て
候
補
者
選
考
委
員
会
の
設
置
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

７
人
が
発
言
を
行
い
、
松
山
秀
樹
代

表
幹
事
が
閉
会
挨
拶
し
ま
し
た
。
県
内

７
首
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 



 兵
庫
高
教
組 

稲
次
寛
副
委
員
長 

 
県
教
委
は
、
公
立
高
校
を
２
５
年
に

１
４
校
を
６
校
に
す
る
計
画
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
統
廃
合
計
画
に
対

し
て
、
「
公
立
高
校
を
考
え
る
会
」
を

結
成
し
県
議
会
宛
の
請
願
署
名
１
万
筆

を
提
出
し
ま
し
た
が
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。 

 

理
由
は
、
県
教
委
か
ら
十
分
に
説
明

を
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
、
少
人

数
学
級
は
国
の
施
策
で
国
に
は
働
き
か

け
て
い
く
、
学
校
規
模
は
大
き
く
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

小
規
模
校
や
少
人
数
学
級
で
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
が

で
き
ま
す
。
通
学
時
間
が
長
く
な
り
、

子
ど
も
の
教
育
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
現
在
、
知
事
あ

て
に
廃
校
の
見
直
し
を
求
め
る
新
し
い

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

高
校
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
高
校
で

も
少
人
数
学
級
を
進
め
公
立
高
校
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

年
金
者
組
合 

関
根
敏
克
委
員
長 

 

年
金
者
組
合
は
、
高
齢
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
等
助
成
を
求
め
る
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

７
０
歳
を
超
え
る
と
約
半
数
の
人
が

難
聴
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
難

聴
に
よ
っ
て
家
族
や
友
人
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
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り
家
族
や
社
会
か
ら
孤
立
し
、
生
き
る

意
欲
さ
え
低
下
し
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
年
金
者
組
合
は
全
国
で

都
道
府
県
、
市
町
へ
「
国
へ
補
聴
器
購

入
等
助
成
の
意
見
書
」
を
求
め
る
請
願

を
行
い
、
兵
庫
県
、
市
町
に
も
要
求
し

て
き
ま
し
た
。 

 

兵
庫
県
で
は
県
レ
ベ
ル
で
全
国
初
の

補
助
事
業
（
単
年
度
）
が
で
き
、
県
内

５
市
町
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
こ
の
補
助
制
度
の
恒
久

化
を
求
め
、
斎
藤
知
事
あ
て
の
要
求
署

名
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県

会
各
会
派
へ
県
議
選
の
公
約
に
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。 

共
産
党
・
庄
本
悦
子
県
会
議
員 

私
は
こ
の
予
算
議
会
で
党
議
員
団
を

代
表
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
中
小
企

業
支
援
、
地
域
医
療
充
実
、
こ
ど
も
医

療
費
１
８
歳
ま
で
無
料
化
、
学
校
給
食

無
償
化
、
高
校
統
廃
合
や
め
ろ
、
高
齢

者
補
聴
器
補
助
恒
久
化
の
七
つ
の
テ
ー

マ
で
県
政
を
た
だ
す
よ
う
求
め
ま
し

た
。 

 

齋
藤
県
政
の
新
年
度
予
算
案
は
、
関

西
万
博
へ
の
過
剰
な
対
応
、
高
速
道
路

網
の
さ
ら
な
る
拡
大
な
ど
相
変
わ
ら
ず

不
要
不
急
の
大
型
開
発
優
先
の
内
容
で

す
。 と

り
わ
け
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
１
３
１

億
円
補
助
で
悪
名
高
い
「
産
業
立
地
条

例
」
の
投
資
促
進
地
域
に
ベ
イ
エ
リ
ア

地
域
を
加
え
た
う
え
で
成
長
産
業
・
水

素
関
連
産
業
へ
の
補
助
率
を
３
％
か
ら

最
大
１
０
％
へ
引
き
上
げ
る
改
悪
を

狙
っ
て
い
ま
す
。 

県
議
会
は
共
産
党
を
除
く
オ
ー
ル
与

党
で
す
。
目
前
の
県
議
選
で
な
ん
と
し

て
も
党
議
席
の
維
持
・
躍
進
を
勝
ち
取

る
決
意
で
す
。 

 県
原
水
協
・
梶
本
修
史
事
務
局
長 

岸
田
大
軍
拡
政
策
の
中
で
、
兵
庫
県

の
役
割
も
強
く
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。 「

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
な
ど

を
決
め
た
「
安
保
３
文
書
」
で
、
民
間

空
港
・
港
湾
な
ど
の
軍
事
利
用
の
た
め

に
地
方
自
治
体
や
住
民
の
協
力
を
強
要

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
憲
法
の
保
障

す
る
地
方
自
治
の
原
則
を
破
壊
し
て
ま

で
、
米
軍
の
戦
争
を
支
援
す
る
態
勢
づ

く
り
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 こ

の
中
で
兵
庫
県
は
、
国
の
防
衛
方

針
、
安
保
政
策
を
優
先
さ
せ
る
態
度
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
兵
庫
県

が
管
理
す
る
姫
路
港
に
米
軍
艦
が
三
度

（
２
０
０
１
年
８
月
、
０
３
年
１
１

月
、
０
６
年
８
月
）
入
港
し
た
際
、
神

戸
港
と
同
様
に
「
非
核
証
明
書
」
を
求

め
ず
、
「
す
く
な
く
と
も
日
米
安
保
条

約
上
の
相
互
関
係
か
ら
す
る
と
特
定
の

理
由
な
し
に
拒
否
を
す
る
理
由
が
な

い
」
と
入
港
を
認
め
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。 

 

但
馬
地
域
で
の
米
軍
機
低
空
飛
行
の

危
険
も
重
大
で
す
。
１
９
９
４
年
以

来
、
１
０
年
間
に
３
０
０
回
以
上
も
目

撃
さ
れ
、
最
近
で
は
米
軍
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
２
機
、
米
軍
輸
送
機
１
機
の
低

空
飛
行
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
加
古
川
市
、
姫
路
市
、
三
木
市
、

三
田
市
、
猪
名
川
町
、
小
野
市
で
の
目

撃
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

空
域
が
豊
岡
病
院
を
基
点
と
す
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
航
行
空
域
と
重
な
っ
て
い

る
こ
と
の
危
険
さ
は
放
置
で
き
ま
せ

ん
。 

「
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
要
求
実
現
連
絡
会
」
ビ
ラ
２
面
（
２
０
２
２
年
１
２
月
発
行
） 

【
閉
会
あ
い
さ
つ
】 

松
山
秀
樹
代
表
幹
事 

本
日
の
総
会
で
、
選
考
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
２
５
年
７
月
の
知
事

選
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
本
日
の
総
会
で
決
ま
っ

た
こ
と
を
各
地
域
、
団
体
で
確
認
し
て

取
り
組
ん
で
下
さ
い
。 

安
倍
政
権
以
降
、
現
岸
田
政
権
で
も

憲
法
を
無
視
し
た
暴
走
が
続
い
て
い
ま

す
。
昨
年
１
２
月
に
閣
議
決
定
し
た
安

保
３
文
書
は
、
憲
法
９
条
と
の
整
合
性

を
全
く
検
討
し
て
い
な
い
点
で
憲
法
無

視
の
姿
勢
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
無
視
の
姿
勢
は
、
日
本
学
術
会

議
へ
の
人
事
介
入
や
税
務
相
談
停
止
命

令
創
設
な
ど
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。 

国
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
地
方
か
ら
憲
法
を
活
か
し
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
知

事
選
は
勿
論
、
目
前
の
統
一
地
方
選
で

も
、
憲
法
を
活
か
し
た
政
治
を
実
現
す

る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


